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障害者を取り巻く現状 

 

１ 障害者等の推移 

 

⑴ 身体障害者手帳，療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳の所持者数を合計すると，平成 18 年

度（H19.3末現在）で，37,208人であったところ，平成 22年度には，42,797人となり，約 15.0％

増加している。 

平成 22年度における各手帳所持者数の内訳は，身体障害者手帳 30,245人（平成 18年度比で

9.9％（2,730人）増加），療育手帳 6,388人（同 21.4％（1,127人）増加），精神障害者保健福祉

手帳 6,164 人（同 39.1％（1,732 人）増加）となっており，特に，身体障害者手帳については，

内部障害者数と肢体障害者数の増加が顕著であり，特に内部障害 1級の増加が目立つ。 

 

障害者手帳所持者数の推移
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43

57

106

147

31

92

234

532

295

156

139

925-21

-12

7

2

-16

-1

4

17

31

-38

-100 0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000 1,100

視覚 聴覚音声言語 肢体 内部
 

 

 

１級 

２級 

３級 

４級 

５級 

６級 

1,059 人 

0,089 人 

0,290 人 

0,825 人 

0,281 人 

0,186 人 

聴覚音声言語 

視覚 

H18 年度比増加数 

資料 １ 

(人) 



2／35 

⑵ 仙台市全体の人口に占める割合は，年々増加している。重複障害者もいるため，単純な合計数

にはならないものの，平成 20年度以降，4%を超え，約 25人に 1人の割合となっている。 

仙台市の人口と手帳所持者の割合
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  ⑶ 障害者手帳所持者数を年齢別で比較すると，各手帳種別によって特徴が異なる。 

 ① 身体障害者手帳所持者の平成 18 年度以降平成 22年度までの年齢別の割合をみると，60 歳

以上の方が約 7割になっている。 

 

身体障害者手帳所持者数の年齢構成比
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   ② 療育手帳所持者の平成 18年度以降平成 22年度までの年齢別の割合をみると，10～14歳の

割合が増加している。一方で，0～4歳の数は減少（平成 18年度比▲40人）している。 

 

療育手帳所持者数の年齢構成比
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   ③ 精神保健福祉手帳所持者の平成 18 年度以降平成 22 年度までの年齢別の割合をみると，40

歳前後の伸び率が高くなっている。 

 

精神保健福祉手帳所持者数の年齢構成比
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⑷ 障害福祉サービス利用者数については，障害者自立支援法施行後の平成 18 年度以降，年々増

加している。平成 18年度比で，全体で 77.0％増加（平成 18年度実績と平成 22年度実績を比較）

している。 

  利用者数（人／月）を，介護給付費（旧法施設を除く），介護給付費（旧法施設）と訓練等給

付費に分類した場合の伸び率については，介護給付費に比較して，訓練等給付の伸び率が高い。 

ただし，訓練等給付費を個別に分類すると，自立訓練は平成 19 年度実績をピークに減少して

いる一方で，就労移行支援・就労継続支援（A・B）は大きく伸びている。 

 

障害福祉サービス利用者数の推移
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給付種類別利用者数の推移
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訓練等給付の種類別利用者数の推移
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  ⑸ 難病患者数については，総数が年々増加している。なお，その内訳であるが，増加分のほとん

どが，特定疾患患者であり，特に，先天性血液凝固因子障害者は 50～60 人前後で，遷延性意識

障害患者については 30人～40人前後で推移している。 

難病認定者数の推移
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２ 就労・社会参加の状況 

 

⑴ 仙台ハローワーク管内に本社を有し，常用雇用労働者 56人以上の民間企業（特殊法人は 48人以

上）と，常用雇用する職員が 48人以上（一定の教育委員会は 50人以上）の地方公共団体から，平

成 18 年度以降，毎年 6 月 1 日現在の雇用状況の推移をみると，障害者雇用率は，平成 18 年度の

1.52から 1.58へ微増している。また，障害者雇用達成企業数は，平成 22年度にようやく 40％（282

社）を超えた。 

  雇用されている障害者の内訳（常勤・非常勤を問わず）の推移をみると，知的障害者（41.5％増）

や，精神障害者（310.5％増）は増えている。しかし，精神障害者雇用者実数は 78人と全体の４％

である。 

障害者実雇用率と障害者実雇用率達成企業の状況
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障害者雇用者の障害別内訳
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⑵ 平成 22年度に実施した障害者等保健福祉基礎調査（以下「アンケート」という。）によれば，就

労について，知的障害者本人と難病患者本人については，「仕事をしている」が 40％弱となってい

るが，精神障害者本人については，22.0％となっている。 

また，就労形態については，身体障害者本人，難病患者本人について，「会社員，公務員，団体

職員などの常勤の就労」・「パート，アルバイト」を併せて，70％～80％となっているが，知的障害

者について，「福祉施設での生産活動」が過半数となっている。 

 

仕事の有無（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労形態（単数回答） 
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 ⑶ 仕事をしていく上での悩みや不満について，アンケート回答によれば，知的障害者本人及び精神

障害者本人については，「収入（工賃）が少ない」ことについての悩みや不満が多く，身体障害者

本人及び難病患者本人は，「特に悩みや不満はない」が多い。 

 

仕事をしていく上での悩みや不満（複数回答） 

 

【身体障害者本人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知的障害者本人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る上で，何か悩みや不満などがありますか。（複数回答） 

n=(260)  

収入収入収入収入がががが少少少少ないないないない

通勤通勤通勤通勤するのがするのがするのがするのが大変大変大変大変であるであるであるである

職場職場職場職場のののの障害障害障害障害にににに対対対対するするするする理解理解理解理解がががが不足不足不足不足しているしているしているしている

人間関係人間関係人間関係人間関係がうまくいかないがうまくいかないがうまくいかないがうまくいかない

通院通院通院通院とのとのとのとの両立両立両立両立がががが難難難難しいしいしいしい

自分自分自分自分のののの技術技術技術技術やややや能力能力能力能力がががが生生生生かせないかせないかせないかせない

職場職場職場職場のののの設備設備設備設備がががが不足不足不足不足しているしているしているしている

健康保険健康保険健康保険健康保険・・・・厚生年金厚生年金厚生年金厚生年金などがないなどがないなどがないなどがない

就労時間就労時間就労時間就労時間があわないがあわないがあわないがあわない

そのそのそのその他他他他

特特特特にににに悩悩悩悩みやみやみやみや不満不満不満不満はないはないはないはない

無回答無回答無回答無回答
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11.2

9.2
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3.5

3.1
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5.8
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n=(145)  

給料給料給料給料やややや工賃工賃工賃工賃などがなどがなどがなどが少少少少ないないないない 

家家家家とととと仕事仕事仕事仕事をするをするをするをする場所場所場所場所をををを行行行行きききき来来来来するのがするのがするのがするのが大変大変大変大変であであであであ 
るるるる 
人間関係人間関係人間関係人間関係がうまくいかないがうまくいかないがうまくいかないがうまくいかない 

仕事仕事仕事仕事をするをするをするをする場所場所場所場所でででで自分自分自分自分のののの障害障害障害障害のことをのことをのことをのことを分分分分かってかってかってかって 
もらえないもらえないもらえないもらえない 

健康保険健康保険健康保険健康保険・・・・厚生年金厚生年金厚生年金厚生年金などがないなどがないなどがないなどがない 

自分自分自分自分のできることとのできることとのできることとのできることと仕事仕事仕事仕事がががが違違違違うううう 

働働働働くくくく時間時間時間時間がががが長長長長いいいい，，，，仕事仕事仕事仕事がががが難難難難しいしいしいしい 

仕事仕事仕事仕事をするをするをするをする場所場所場所場所にににに必要必要必要必要なものがなくなものがなくなものがなくなものがなく働働働働きづらいきづらいきづらいきづらい 

そのそのそのその他他他他 

困困困困っていないっていないっていないっていない 

無回答無回答無回答無回答 
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【精神障害者本人（通院）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【難病患者本人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(124)  

収入収入収入収入がががが少少少少ないないないない

人間関係人間関係人間関係人間関係がうまくいかないがうまくいかないがうまくいかないがうまくいかない

治療治療治療治療とのとのとのとの両立両立両立両立がががが難難難難しいしいしいしい

就労時間就労時間就労時間就労時間やややや仕事仕事仕事仕事のののの内容内容内容内容のののの負担負担負担負担がががが大大大大きいきいきいきい

通勤通勤通勤通勤するのがするのがするのがするのが大変大変大変大変であるであるであるである

自分自分自分自分のののの技術技術技術技術やややや能力能力能力能力がががが生生生生かせないかせないかせないかせない

職場職場職場職場のののの障害障害障害障害にににに対対対対するするするする理解理解理解理解がががが不足不足不足不足しているしているしているしている

健康保険健康保険健康保険健康保険・・・・厚生年金厚生年金厚生年金厚生年金などがないなどがないなどがないなどがない

そのそのそのその他他他他

特特特特にににに悩悩悩悩みやみやみやみや不満不満不満不満はないはないはないはない

無回答無回答無回答無回答

54.8
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20.2

19.4

16.9

14.5

12.9

11.3

12.9

14.5

0.8
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n=(114)  

就労時間就労時間就労時間就労時間がががが長長長長いいいい 

内容的内容的内容的内容的にににに負担負担負担負担がががが大大大大きいきいきいきい 

収入収入収入収入がががが少少少少ないないないない 

通勤通勤通勤通勤するのがするのがするのがするのが大変大変大変大変であるであるであるである    

職場職場職場職場のののの難病難病難病難病にににに対対対対するするするする理解理解理解理解がががが不足不足不足不足しているしているしているしている 

治療治療治療治療とのとのとのとの両立両立両立両立がががが難難難難しいしいしいしい 

健康保険健康保険健康保険健康保険・・・・厚生年金厚生年金厚生年金厚生年金などがないなどがないなどがないなどがない 

人間関係人間関係人間関係人間関係がうまくいかないがうまくいかないがうまくいかないがうまくいかない 

自分自分自分自分のののの技術技術技術技術やややや能力能力能力能力がががが不足不足不足不足しているしているしているしている 

自分自分自分自分のののの技術技術技術技術やややや能力能力能力能力がががが生生生生かせないかせないかせないかせない 

職場職場職場職場のののの設備設備設備設備がががが不足不足不足不足しているしているしているしている 

そのそのそのその他他他他 

特特特特にににに悩悩悩悩みやみやみやみや不満不満不満不満はないはないはないはない 

無回答無回答無回答無回答 

21.1

20.2 

19.3

16.7

15.8 

11.4 

9.6 

8.8 

7.9 

7.0 

6.1 

6.1 

36.0

4.4 

0 10 20 30 40 (%)
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 ⑷ 障害者本人が仕事を続ける（仕事に就く）ために必要なことについて，アンケート回答によれば，

知的障害者の家族及び精神障害者の家族の回答について，「障害の程度・特性にあった仕事である

こと」が最も多く，精神障害者の家族については，「体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整でき

ること」が多い。 

          

仕事を続ける（仕事に就く）ために必要なこと（複数回答） 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

【知的障害者家族】 

【精神障害者家族】 

n=(269)  

障害障害障害障害のののの程度程度程度程度・・・・特性特性特性特性にににに合合合合ったったったった仕事仕事仕事仕事であることであることであることであること 

周囲周囲周囲周囲のののの方方方方がががが障害障害障害障害をををを理解理解理解理解してくれることしてくれることしてくれることしてくれること 

生活生活生活生活できるできるできるできる十分十分十分十分なななな賃金賃金賃金賃金 

日常生活日常生活日常生活日常生活のののの支援支援支援支援 

体調体調体調体調にににに合合合合わせてわせてわせてわせて勤務日勤務日勤務日勤務日・・・・勤務時間勤務時間勤務時間勤務時間をををを調整調整調整調整できるできるできるできる 
ことことことこと 

通勤通勤通勤通勤のためののためののためののための支援支援支援支援 

福利厚生福利厚生福利厚生福利厚生のののの充実充実充実充実 

職業訓練職業訓練職業訓練職業訓練（（（（職業職業職業職業リハリハリハリハビリテーションビリテーションビリテーションビリテーション）））） 

職場職場職場職場ののののバリアフリーバリアフリーバリアフリーバリアフリー設備設備設備設備 

そのそのそのその他他他他

特特特特にないにないにないにない

わからないわからないわからないわからない

無回答無回答無回答無回答

55.8

27.5

20.4

18.6 

14.5 

13.0

11.5

4.8 

1.1 

0.7 

0.4 

1.9 

2.6 

4.5 

26.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%) 

手話通訳手話通訳手話通訳手話通訳やややや要約筆記要約筆記要約筆記要約筆記サービスサービスサービスサービス 

ジョブコーチジョブコーチジョブコーチジョブコーチ等等等等のののの支援支援支援支援 

n=(149)  

障害障害障害障害のののの程度程度程度程度・・・・特性特性特性特性にあったにあったにあったにあった仕事仕事仕事仕事であることであることであることであること 

体調体調体調体調にににに合合合合わせてわせてわせてわせて勤務日勤務日勤務日勤務日・・・・勤務時間勤務時間勤務時間勤務時間をををを調整調整調整調整できるできるできるできる 
ことことことこと 
周囲周囲周囲周囲のののの方方方方がががが障害障害障害障害をををを理解理解理解理解してくれることしてくれることしてくれることしてくれること 

生活生活生活生活できるできるできるできる十分十分十分十分なななな賃金賃金賃金賃金 

ジョブコーチジョブコーチジョブコーチジョブコーチ等等等等のののの支援支援支援支援 

日常生活日常生活日常生活日常生活のののの支援支援支援支援 

通勤通勤通勤通勤のためののためののためののための支援支援支援支援 

パソコンパソコンパソコンパソコン，，，，インターネットインターネットインターネットインターネットなどのなどのなどのなどの技術習得技術習得技術習得技術習得 

福利厚生福利厚生福利厚生福利厚生のののの充実充実充実充実 

職業訓練職業訓練職業訓練職業訓練（（（（職業職業職業職業リハビリテーションリハビリテーションリハビリテーションリハビリテーション）））） 

特特特特にないにないにないにない 

わからないわからないわからないわからない 

無回答無回答無回答無回答 

51.7 

50.3 

47.0

28.2

14.1 

12.8

7.4 

7.4 

7.4 

6.7 

3.4 

2.0 

1.3 

6.7 

0 10 20 30 40 50 60 (%) 

そのそのそのその他他他他 
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⑸ 社会参加等の状況について，アンケート調査によれば，外出頻度（通勤，通学，通院，通所を除

く）については，いずれも「週に 2～3 回」が最も多いものの，内容は，買い物や散歩が多く，地

域行事等への参加，当事者団体・グループの活動等はそれぞれ１割程度にとどまる。 

 

外出頻度（通勤，通学，通院，通所を除く）（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な外出の目的（通勤，通学，通院，通所を除く）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=2,061 

【身体障害者本人（842）・知的障害者本人（364）・精神障害者本人（通院）（564）・難病患者本人（291）】 

週
４
日
以
上 

ほ
ぼ
毎
日 

週
に 

２
～
３
回 

週
に
１
回 

月
に 

２
～
３
回 

年
に
数
回 

ほ
と
ん
ど
外
出 

し
て
い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

買い物，散歩 

友人･知人宅への 

訪問 

地域行事や余暇 

活動への参加 

旅行 

当事者団体・当事者 

グループの活動 

その他 

無回答 

身体障害者本人 

（n=842） 

知的障害者本人 

（n=364） 

難病患者本人 

（n=291） 

精神障害者本人（通院） 

（n=564）  
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⑹ より外出しやすくなるために必要なことについては，アンケート調査によれば，身体障害者本人

については，「利用できる交通機関の充実」が多く，知的障害者本人及び精神障害者本人について

は，「一緒に出かけられる人がいる」が最も多くなっている。難病患者本人については，「特にない」

が最も多い。 

より外出しやすくなるために必要なこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(842)  

利用利用利用利用できるできるできるできる交通機関交通機関交通機関交通機関のののの充実充実充実充実

利用利用利用利用するするするする建物等建物等建物等建物等（（（（スロープスロープスロープスロープ、、、、トイレトイレトイレトイレ、、、、エレベーエレベーエレベーエレベー
ターターターター））））のののの整備整備整備整備

料金負担料金負担料金負担料金負担のののの軽減軽減軽減軽減

駐車場駐車場駐車場駐車場のののの確保確保確保確保

介助者介助者介助者介助者

周囲周囲周囲周囲のののの障害障害障害障害にににに対対対対するするするする理解理解理解理解

休憩場所休憩場所休憩場所休憩場所のののの確保確保確保確保

車道車道車道車道のののの安全対策安全対策安全対策安全対策

緊急時緊急時緊急時緊急時のののの対応対応対応対応

コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションのののの支援支援支援支援

そのそのそのその他他他他

特特特特にないにないにないにない

無回答無回答無回答無回答

35.3

29.9

24.9

24.5

16.5

15.3

15.2

12.1

10.5

4.9

2.5

11.2

8.1

0 10 20 30 40 (%)

n=(364)  

一緒一緒一緒一緒にににに出出出出かけられるかけられるかけられるかけられる人人人人がいることがいることがいることがいること

みんながみんながみんながみんなが障害障害障害障害のあるのあるのあるのある方方方方のことをよくのことをよくのことをよくのことをよく分分分分かってくれかってくれかってくれかってくれ
るようになることるようになることるようになることるようになること

いろいろないろいろないろいろないろいろな所所所所へへへへ行行行行くときくときくときくとき、、、、バスバスバスバス、、、、地下鉄地下鉄地下鉄地下鉄などがなどがなどがなどが使使使使
いやすくなることいやすくなることいやすくなることいやすくなること

バスバスバスバスやややや地下鉄地下鉄地下鉄地下鉄などがなどがなどがなどが今今今今よりよりよりより便利便利便利便利になることになることになることになること

おおおお手伝手伝手伝手伝いをいをいをいを安安安安くくくく頼頼頼頼めることめることめることめること

地下鉄地下鉄地下鉄地下鉄ややややバスバスバスバスのののの乗乗乗乗りりりり継継継継ぎがぎがぎがぎが今今今今よりよりよりより便利便利便利便利になることになることになることになること

バスバスバスバスやややや地下鉄地下鉄地下鉄地下鉄、、、、タクシータクシータクシータクシーのののの料金料金料金料金がががが安安安安いこといこといこといこと

欲欲欲欲しいしいしいしい情報情報情報情報がすぐがすぐがすぐがすぐ手手手手にににに入入入入るようになることるようになることるようになることるようになること

駐車場駐車場駐車場駐車場がががが使使使使いやすくなることいやすくなることいやすくなることいやすくなること

道路道路道路道路やややや建物建物建物建物のののの入口入口入口入口などのなどのなどのなどの段差段差段差段差がなくなることがなくなることがなくなることがなくなること

建物建物建物建物のののの通路通路通路通路がががが広広広広くなることくなることくなることくなること

そのそのそのその他他他他

特特特特にないにないにないにない

無回答無回答無回答無回答

47.8

40.4

20.3

16.5

13.7

10.7

9.6

5.8

3.8

2.2

0.3

3.3

14.0

6.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)

【身体障害者本人】 

【知的障害者本人】 
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n=(564)  

一緒一緒一緒一緒にににに出出出出かけるかけるかけるかける人人人人がいるがいるがいるがいる

利用利用利用利用できるできるできるできる交通機関交通機関交通機関交通機関のののの充実充実充実充実

交通費交通費交通費交通費がががが安安安安くくくく済済済済むむむむ

周囲周囲周囲周囲のののの障害障害障害障害にににに対対対対するするするする理解理解理解理解

さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな情報情報情報情報のののの提供提供提供提供、、、、入手入手入手入手

駐車場駐車場駐車場駐車場のののの充実充実充実充実

そのそのそのその他他他他

特特特特にないにないにないにない

わからないわからないわからないわからない

無回答無回答無回答無回答

35.1

33.2

26.6

26.6

16.1

6.7

9.0

8.0

8.0

6.7

0 10 20 30 40 (%)

【精神障害者本人（通院）】 

【難病患者本人】 

コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションのののの支援支援支援支援 

特特特特にないにないにないにない 

そのそのそのその他他他他 

無回答無回答無回答無回答 

介助者介助者介助者介助者

緊急時緊急時緊急時緊急時のののの対応対応対応対応 

周囲周囲周囲周囲のののの障害障害障害障害にににに対対対対するするするする理解理解理解理解

車道車道車道車道のののの安全対策安全対策安全対策安全対策 

料金負担料金負担料金負担料金負担のののの軽減軽減軽減軽減 

休憩場所休憩場所休憩場所休憩場所のののの確保確保確保確保 

駐車場駐車場駐車場駐車場のののの確保確保確保確保 

利用利用利用利用するするするする建物等建物等建物等建物等（（（（スロープスロープスロープスロープ，，，，トイレトイレトイレトイレ，，，，    

n=(291)  

利用利用利用利用できるできるできるできる交通機関交通機関交通機関交通機関のののの充実充実充実充実 18.9 

11.0

10.7

10.0

9.6 

7.6 

4.8 

3.4 

2.1 

1.4 

42.3

2.4 

7.6 

0 10 20 30 40 50 

エレベーターエレベーターエレベーターエレベーター））））のののの整備整備整備整備    
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３ 障害児をとりまく現状 

 

 ⑴ 発達相談支援センターにおける相談件数については，平成 18 年度に 7,189 件（新規相談 1,066

件，継続相談 6,123件）であり，平成 22年度は 7,108件（新規相談 1,097件，継続相談 6,011件）

と横ばいだが，平成 14年開設時の 4,182件（新規相談 855件，継続相談 3,327件）と比較して，

約 70％以上増加している。 

アーチルにおける発達相談件数

855 985 1,066 1,096 1,097

3,327

5,522
6,123 6,064 6,011

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

H14年度 H16年度 H18年度 H20年度 H22年度

新規相談 継続相談
 

 

 

⑵ ライフステージごとの新規相談主訴については，次のとおりである。 

① 乳幼児については，「発達障害の内容と対応について」が最も多い。発達障害に関する情報量

が多くなったことにより，家族が診断マニュアルでチェックをした上で確認を求める相談や，「早

期に良い対応を受けたい」として来所する家族が増えている。 

 

新規相談新規相談新規相談新規相談のののの主訴件数主訴件数主訴件数主訴件数（（（（22222222 年度年度年度年度））））                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達障害の内容と対応 417 

適切な集団の場がほしい 89 

人と関わりを持ちにくい 21 

全体的な発達の遅れ 23 

落ち着きがない 37 

その他※ 55 

計 642 

※その他は，施設入所及び在宅支援のための訪問等 

新規相談（乳幼児）の主訴の推移（アーチルの統計より）

65

70

70

74

69

14

16

17

17

13

3

3

3

2

2

4

3

2

2

5

6

5

4

3

4

8

3

4

2

7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22年度

H21年度

H20年度

H19年度

H18年度

発達障害の内容と対応 適切な集団の場がほしい

人と関わりを持ちにくい 全体的な発達の遅れ

落ち着きがない その他
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新規相談（学齢児）の主訴の推移（アーチルの統計より）

44

34

39

46

43

9

9

10

6

9

15

15

14

14

12

14

13

7

6

11

10

16

8

8

2

4

6

10

9

7

4

7

12

12

16

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22年度

H21年度

H20年度

H19年度

H18年度

発達障害の内容と対応 集団生活上の問題

学業の問題 療育手帳・特別児童扶養手当

家庭や学校での対応 人と関わりを持ちにくい

その他上記以外

   ② 学齢児については，相談の主訴においても障害の内容とその対応に関する相談が一番多く，

次に学習や集団活動等学校生活の課題に関する相談が多い。 

    

新規相談新規相談新規相談新規相談のののの主訴件数主訴件数主訴件数主訴件数（（（（22222222 年度年度年度年度））））                            

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

③ 成人については，新規相談の紹介経路について，テレビや新聞の発達障害関連の特集や，書

籍やインターネットで発達障害のことを知った本人と家族からの相談が持ち込まれることが

年々増加している。平成 22年度の新規相談主訴「その他」のうちの半数は，「発達障害なのか」

そのものを問う相談であった。 

 

新規相談新規相談新規相談新規相談のののの主訴件数主訴件数主訴件数主訴件数（（（（22222222 年度年度年度年度））））    

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 児童デイサービスや障害児タイムケア事業の利用状況については，平成 18 年度以降，利用者実

績が伸びている。また，アンケート回答によれば，心身障害児家族について，当該サービスに関す

るニーズは高く，障害福祉サービス利用者の不満は，利用料の高さや定員が一杯で入れないことが

多くなっている。 

発達障害の内容と対応 １３３

１１５ 
集団生活上の問題 ２７ 

学業の問題 ４５ 

人と関わりを持ちにくい １１ 

家庭や学校での対応 ２９ 

適切な集団の場がほしい ２ 

落ち着きがない ３ 

療育手帳・特別児童扶養手当 ４２ 

その他 ７ 

      計 ２９９ 

※その他は，発音等の相談 

療育手帳 ３４ 

地域生活に関すること ３５ 

職業(就労)に関すること ３３ 

その他 ５４ 

計 １５６ 

 

新規相談（成人）の主訴の推移（アーチルの統計より）

22

23

26

34

61

22

34

35

28

13

21

18

20

26

10

35

24

20

13

16

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22年度

H21年度

H20年度

H19年度

H18年度

療育手帳 地域生活に関すること 職業(就労)に関すること その他
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児童デイサービス（各年度の利用者数）
と障害児タイムケア（各年度登録者数）の利用実績

482

585 616
653

777

74
108

155
193 214

0人

100人

200人

300人

400人

500人

600人

700人

800人

900人

H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度

児童デイサービス 障害児タイムケア事業

n=(225)  

障害児障害児障害児障害児（（（（者者者者））））家族等支援事業家族等支援事業家族等支援事業家族等支援事業（（（（レスパイトレスパイトレスパイトレスパイト））））

ショートステイショートステイショートステイショートステイ

障害児放課後障害児放課後障害児放課後障害児放課後ケアケアケアケア（（（（児童児童児童児童デイサービスデイサービスデイサービスデイサービス・・・・タタタタ
イムケアイムケアイムケアイムケアなどなどなどなど））））

ホームヘルプサービスホームヘルプサービスホームヘルプサービスホームヘルプサービス

障害児通園施設障害児通園施設障害児通園施設障害児通園施設

通所施設通所施設通所施設通所施設

児童館児童館児童館児童館

学童保育学童保育学童保育学童保育

障害児入所施設障害児入所施設障害児入所施設障害児入所施設

保育所保育所保育所保育所（（（（園園園園））））・・・・幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園

医療機関医療機関医療機関医療機関（（（（西多賀病院等西多賀病院等西多賀病院等西多賀病院等））））

そのそのそのその他他他他

無回答無回答無回答無回答

46.2

43.1

42.2

23.1

16.0

8.9

6.2

5.3

4.9

3.1

2.7

2.7

18.2

0 10 20 30 40 50 (%)

身体障害者本人 

（n=255） 

知的障害者本人 

（n=201） 

精神障害者本人（通院） 

（n=274） 

心身障害児家族 

（n=208） 

大
い
に 

満
足
し
て
い
る 

満
足
し
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
満
で
あ
る 

や
や 

不
満
で
あ
る 

大
い
に 

無
回
答 

仙台市にある障害者の福祉サービスの満足度（障害福祉サービスを利用したことがある人）（単数回答） 

利用したい福祉サービス（複数回答） 

心身障害児家族 
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福祉サービスに対する不満（複数回答） 

心身障害児家族 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 福祉サービスについて，アンケート調査によれば，発達障害児（者）家族について，ライフステ

ージ別［就学前・小学校・中学校・高校・就労時］の必要性は次のとおりである。 

 ① 就学前での福祉サービスの必要度については，「とても必要だと思う」が多いのは，「親の心理

的サポートなど相談機能の充実」（79.6％），「早期療育の充実」（77.8％），「社会福祉制度や親の

会などの情報提供の充実」（75.0％）となっている。 

 

福祉サービスの必要性（単数回答） 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

n=(208)  

利用料利用料利用料利用料がががが高高高高いいいい

定員定員定員定員がががが一杯一杯一杯一杯でででで希望希望希望希望するするするするサービスサービスサービスサービスがががが受受受受けけけけ
られないられないられないられない

手続手続手続手続きがきがきがきが面倒面倒面倒面倒であるであるであるである

通通通通いにくいいにくいいにくいいにくい（（（（遠遠遠遠いいいい、、、、通通通通うううう手段手段手段手段がががが不便不便不便不便））））

時間時間時間時間がががが合合合合わないわないわないわない

施設施設施設施設のののの広広広広さやさやさやさや設備設備設備設備

自分自分自分自分のののの障害障害障害障害のののの程度程度程度程度・・・・特性特性特性特性にににに合合合合ったったったったサーサーサーサー
ビスビスビスビスがががが受受受受けられないけられないけられないけられない

サービスサービスサービスサービスのののの質質質質がよくないがよくないがよくないがよくない

利用者同士利用者同士利用者同士利用者同士やややや職員職員職員職員とのとのとのとの人間関係人間関係人間関係人間関係

医療的医療的医療的医療的ななななケアケアケアケアがががが受受受受けられないけられないけられないけられない

そのそのそのその他他他他

特特特特にににに不自由不自由不自由不自由はないはないはないはない

わからないわからないわからないわからない

無回答無回答無回答無回答

42.3

37.5

27.4

19.2

15.9

12.0

9.6

6.7

6.3

3.8

7.7

14.9

2.9

3.8

0 10 20 30 40 50 (%)

①①①①親親親親のののの心理的心理的心理的心理的サポートサポートサポートサポートなどなどなどなど相談機能相談機能相談機能相談機能
のののの充実充実充実充実

(108)

②②②②社会福祉制度社会福祉制度社会福祉制度社会福祉制度やややや親親親親のののの会会会会などのなどのなどのなどの情情情情
報提供報提供報提供報提供のののの充実充実充実充実

(108)

③③③③早期療育早期療育早期療育早期療育のののの充実充実充実充実 (108)

④④④④遊遊遊遊びのびのびのびの場場場場のののの確保確保確保確保 (108)

⑤⑤⑤⑤子育子育子育子育てなどてなどてなどてなど親親親親のののの勉強会勉強会勉強会勉強会のののの機会機会機会機会のののの
提供提供提供提供

(108)

ｎ

10.2

6.5

20.4

15.7

75.0

77.8

61.1

65.7

14.8

14.8

15.7

17.60.9

2.8

0.9

0.0

(%)
79.6 14.80.05.6

必必必必
要要要要
だだだだ
とととと
思思思思
わわわわ
なななな
いいいい

まままま
ああああ
まままま
ああああ
必必必必
要要要要
だだだだ
とととと

思思思思
うううう

とととと
てててて
もももも
必必必必
要要要要
だだだだ
とととと
思思思思

うううう 無無無無
回回回回
答答答答
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 ② 小学校での福祉サービスの必要度については，「とても必要だと思う」が多いのは，「発達障害

児に対する教育のサポート体制の充実」（82.4％），「親や本人の心理的サポートなど相談機能の

充実」（76.9％）となっている。 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

③ 中学校での福祉サービスの必要度については，「とても必要だと思う」が多いのは，「発達障

害児に対する教育のサポート体制の充実」（74.1％），「親や本人の心理的サポートなど相談機

能の充実」（69.4％）となっている。 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

①①①①親親親親やややや本人本人本人本人のののの心理的心理的心理的心理的サポートサポートサポートサポートなどなどなどなど相相相相
談機能談機能談機能談機能のののの充実充実充実充実

(108)

②②②②社会福祉制度社会福祉制度社会福祉制度社会福祉制度やややや親親親親のののの会会会会などのなどのなどのなどの情情情情
報提供報提供報提供報提供のののの充実充実充実充実

(108)

③③③③発達障害児発達障害児発達障害児発達障害児にににに対対対対するするするする教育教育教育教育ののののササササ
ポートポートポートポート体制体制体制体制のののの充実充実充実充実

(108)

④④④④障害児放課後障害児放課後障害児放課後障害児放課後ケアケアケアケア等等等等のののの充実充実充実充実 (108)

⑤⑤⑤⑤コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターなどなどなどなど学校学校学校学校のののの情報情報情報情報
提供提供提供提供のののの充実充実充実充実

(108)

⑥⑥⑥⑥いじめやいじめやいじめやいじめや不登校不登校不登校不登校などのなどのなどのなどの問題問題問題問題にににに対対対対
するするするする相談機能相談機能相談機能相談機能のののの充実充実充実充実

(108)

⑦⑦⑦⑦放課後放課後放課後放課後やややや夏休夏休夏休夏休みなどのみなどのみなどのみなどの余暇活動余暇活動余暇活動余暇活動
のののの充実充実充実充実

(108)

⑧⑧⑧⑧ホームヘルプホームヘルプホームヘルプホームヘルプ等在宅等在宅等在宅等在宅サービスサービスサービスサービスのののの
充実充実充実充実

(108)

ｎ

6.5

5.6

14.8

15.7

8.3

26.9

15.7

13.9

24.1

31.5

64.8

74.1

45.4

63.0

66.7

49.1

32.4

18.5

17.6

21.3

21.3

18.5

21.3

21.3

0.9

0.0

0.0

0.9

(%)
69.4 17.60.0 13.0

必必必必
要要要要
だだだだ
とととと
思思思思
わわわわ
なななな
いいいい

まままま
ああああ
まままま
ああああ
必必必必
要要要要
だだだだ
とととと

思思思思
うううう

とととと
てててて
もももも
必必必必
要要要要
だだだだ
とととと
思思思思

うううう 無無無無
回回回回
答答答答

①①①①親親親親やややや本人本人本人本人のののの心理的心理的心理的心理的サポートサポートサポートサポートなどなどなどなど相相相相
談機能談機能談機能談機能のののの充実充実充実充実

(108)

②②②②社会福祉制度社会福祉制度社会福祉制度社会福祉制度やややや親親親親のののの会会会会などのなどのなどのなどの情情情情
報提供報提供報提供報提供のののの充実充実充実充実

(108)

③③③③発達障害児発達障害児発達障害児発達障害児にににに対対対対するするするする教育教育教育教育ののののササササ
ポートポートポートポート体制体制体制体制のののの充実充実充実充実

(108)

④④④④学童保育学童保育学童保育学童保育やややや障害児放課後障害児放課後障害児放課後障害児放課後ケアケアケアケア等等等等
のののの充実充実充実充実

(108)

⑤⑤⑤⑤コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターなどなどなどなど学校学校学校学校のののの情報情報情報情報
提供提供提供提供のののの充実充実充実充実

(108)

⑥⑥⑥⑥いじめやいじめやいじめやいじめや不登校不登校不登校不登校などのなどのなどのなどの問題問題問題問題にににに対対対対
するするするする相談機能相談機能相談機能相談機能のののの充実充実充実充実

(108)

⑦⑦⑦⑦放課後放課後放課後放課後やややや夏休夏休夏休夏休みなどのみなどのみなどのみなどの余暇活動余暇活動余暇活動余暇活動
のののの充実充実充実充実

(108)

⑧⑧⑧⑧ホームヘルプホームヘルプホームヘルプホームヘルプ等在宅等在宅等在宅等在宅サービスサービスサービスサービスのののの
充実充実充実充実

(108)

ｎ

8.3

14.8

18.5

15.7

15.7

26.9

37.0

69.4

82.4

63.0

68.5

69.4

55.6

35.2

14.8

13.9

17.6

15.7

14.8

15.7

19.4

1.9

0.0

0.0

0.9

0.0

0.9

3.7

(%)
76.9 13.90.0 9.3

必必必必
要要要要
だだだだ
とととと
思思思思
わわわわ
なななな
いいいい

まままま
ああああ
まままま
ああああ
必必必必
要要要要
だだだだ
とととと

思思思思
うううう

とととと
てててて
もももも
必必必必
要要要要
だだだだ
とととと
思思思思

うううう 無無無無
回回回回
答答答答
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④ 高校での福祉サービスの必要度については，「とても必要だと思う」が多いのは，「親や本人

の心理的サポートなど相談機能の充実」，「能力に応じた職業訓練の実施」（ともに 71.3％）と

なっている。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 就労時での福祉サービスの必要度については，「とても必要だと思う」が多いのは，「適職に

ついてなど就労に関する相談機能の充実」，「ジョブコーチのサポート体制の充実」（ともに

77.8％），「親や本人の心理的サポートなど相談機能の充実」（76.9％），「自立の訓練施設の充実」

（75.9％）となっている。 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

①①①①親親親親やややや本人本人本人本人のののの心理的心理的心理的心理的サポートサポートサポートサポートなどなどなどなど相相相相
談機能談機能談機能談機能のののの充実充実充実充実

(108)

②②②②社会福祉制度社会福祉制度社会福祉制度社会福祉制度やややや親親親親のののの会会会会などのなどのなどのなどの情情情情
報提供報提供報提供報提供のののの充実充実充実充実

(108)

③③③③適職適職適職適職についてなどについてなどについてなどについてなど就労就労就労就労にににに関関関関するするするする
相談機能相談機能相談機能相談機能のののの充実充実充実充実

(108)

④④④④ジョブコーチジョブコーチジョブコーチジョブコーチののののサポートサポートサポートサポート体制体制体制体制のののの充充充充
実実実実

(108)

⑤⑤⑤⑤自立自立自立自立のののの訓練施設訓練施設訓練施設訓練施設のののの充実充実充実充実 (108)

⑥⑥⑥⑥ＩＴＩＴＩＴＩＴ機器技能修得訓練機器技能修得訓練機器技能修得訓練機器技能修得訓練 (108)

⑦⑦⑦⑦住住住住まいのまいのまいのまいの場場場場のののの充実充実充実充実 (108)

⑧⑧⑧⑧ホームヘルプホームヘルプホームヘルプホームヘルプ等在宅等在宅等在宅等在宅サービスサービスサービスサービスのののの
充実充実充実充実

(108)

ｎ

5.6

4.6

13.0

16.7

9.3

7.4

10.2

32.4

20.4

30.6

69.4

77.8

77.8

75.9

48.1

63.0

39.8

12.0

11.1

13.0

11.1

13.9

12.0

16.7

2.8

1.9

1.9

1.9

(%)
76.9 10.20.9 12.0

必必必必
要要要要
だだだだ
とととと
思思思思
わわわわ
なななな
いいいい

まままま
ああああ
まままま
ああああ
必必必必
要要要要
だだだだ
とととと

思思思思
うううう

とととと
てててて
もももも
必必必必
要要要要
だだだだ
とととと
思思思思

うううう 無無無無
回回回回
答答答答

①①①①親親親親やややや本人本人本人本人のののの心理的心理的心理的心理的サポートサポートサポートサポートなどなどなどなど相相相相
談機能談機能談機能談機能のののの充実充実充実充実

(108)

②②②②社会福祉制度社会福祉制度社会福祉制度社会福祉制度やややや親親親親のののの会会会会などのなどのなどのなどの情情情情
報提供報提供報提供報提供のののの充実充実充実充実

(108)

③③③③障害児放課後障害児放課後障害児放課後障害児放課後ケアケアケアケア等等等等のののの充実充実充実充実 (108)

④④④④コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターなどなどなどなど学校学校学校学校のののの情報情報情報情報
提供提供提供提供のののの充実充実充実充実

(108)

⑤⑤⑤⑤いじめやいじめやいじめやいじめや不登校不登校不登校不登校などのなどのなどのなどの問題問題問題問題にににに対対対対
するするするする相談機能相談機能相談機能相談機能のののの充実充実充実充実

(108)

⑥⑥⑥⑥放課後放課後放課後放課後やややや夏休夏休夏休夏休みなどのみなどのみなどのみなどの余暇活動余暇活動余暇活動余暇活動
のののの充実充実充実充実

(108)

⑦⑦⑦⑦能力能力能力能力にににに応応応応じたじたじたじた職業訓練職業訓練職業訓練職業訓練のののの実施実施実施実施 (108)

⑧⑧⑧⑧ホームヘルプホームヘルプホームヘルプホームヘルプ等在宅等在宅等在宅等在宅サービスサービスサービスサービスのののの
充実充実充実充実

(108)

ｎ

13.9

9.3

15.7

13.0

20.4

21.3

16.7

21.3

10.2

32.4

67.6

43.5

58.3

65.7

48.1

71.3

30.6

17.6

22.2

19.4

17.6

21.3

17.6

21.3

0.9

0.0

0.9

1.9

(%)
71.3 16.70.0 12.0

必必必必
要要要要
だだだだ
とととと
思思思思
わわわわ
なななな
いいいい

まままま
ああああ
まままま
ああああ
必必必必
要要要要
だだだだ
とととと

思思思思
うううう

とととと
てててて
もももも
必必必必
要要要要
だだだだ
とととと
思思思思

うううう 無無無無
回回回回
答答答答
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４ 地域生活について 

 

⑴ 今後の不安は，アンケート回答によれば，知的障害者の家族及び発達障害児（者）の家族につい

て，家族・親の高齢化や親が亡くなった後の生活についての不安が最も多くなっている。精神障害

者の家族も含め，本人の将来の介護，収入等についての不安に関する回答が多い。 

 

今後のことで不安と感じていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知的障害者家族】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(842)  

自分自分自分自分がががが高齢高齢高齢高齢になったときのになったときのになったときのになったときの健康健康健康健康、、、、体力体力体力体力

障害障害障害障害がががが重重重重くなったときにこのままのくなったときにこのままのくなったときにこのままのくなったときにこのままの生活生活生活生活をををを続続続続けるけるけるける
ことができるかことができるかことができるかことができるか

一緒一緒一緒一緒にににに生活生活生活生活するするするする家族家族家族家族などのなどのなどのなどの高齢化高齢化高齢化高齢化

安定安定安定安定したしたしたした収入収入収入収入があるかがあるかがあるかがあるか

身身身身のののの回回回回りのりのりのりの介護介護介護介護などをするなどをするなどをするなどをする人人人人がいるかがいるかがいるかがいるか

仕事仕事仕事仕事がががが続続続続けられるかけられるかけられるかけられるか

仕事仕事仕事仕事をしたいがをしたいがをしたいがをしたいが受受受受けけけけ入入入入れてくれるれてくれるれてくれるれてくれる企業企業企業企業があるかがあるかがあるかがあるか

趣味趣味趣味趣味やややや生生生生きききき甲斐甲斐甲斐甲斐をもてるかをもてるかをもてるかをもてるか

そのそのそのその他他他他

特特特特にないにないにないにない

無回答無回答無回答無回答

47.9

46.1

36.8

24.2

22.2

13.9

10.3

9.7

1.4

5.7

7.2

0 10 20 30 40 50 60 (%)

n=(269)  

家族家族家族家族のののの高齢化高齢化高齢化高齢化やややや親亡親亡親亡親亡きききき後後後後のののの生活生活生活生活

身身身身のののの回回回回りのりのりのりの介護介護介護介護などをするなどをするなどをするなどをする人人人人がいるかがいるかがいるかがいるか

ごごごご本人本人本人本人がががが高齢高齢高齢高齢になったときのになったときのになったときのになったときの健康健康健康健康、、、、体力体力体力体力

ごごごご本人本人本人本人にににに安定安定安定安定したしたしたした収入収入収入収入があるかがあるかがあるかがあるか

地震地震地震地震などのなどのなどのなどの災害災害災害災害

ごごごご本人本人本人本人がががが趣味趣味趣味趣味やややや生生生生きききき甲斐甲斐甲斐甲斐をもてるかをもてるかをもてるかをもてるか

仕事仕事仕事仕事をしたいがをしたいがをしたいがをしたいが受受受受けけけけ入入入入れてくれるれてくれるれてくれるれてくれる企業企業企業企業があるかがあるかがあるかがあるか

ごごごご本人本人本人本人がががが仕事仕事仕事仕事をををを続続続続けられるかけられるかけられるかけられるか

そのそのそのその他他他他

特特特特になしになしになしになし

無回答無回答無回答無回答

93.3

56.1

51.7

23.8

21.6

8.2

5.2

4.1

1.1

0.0

3.3

0 20 40 60 80 100 (%)

【身体障害者本人】             
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 【精神障害者家族】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発達障害児（者）家族】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

n=(149)  

一人一人一人一人でででで生活生活生活生活することができるかすることができるかすることができるかすることができるか

生活生活生活生活するのにするのにするのにするのに十分十分十分十分なななな収入収入収入収入をををを得得得得ることができるかることができるかることができるかることができるか

病気病気病気病気がががが再発再発再発再発（（（（悪化悪化悪化悪化））））しないかしないかしないかしないか

働働働働くことができるかくことができるかくことができるかくことができるか

日常生活日常生活日常生活日常生活のののの援助援助援助援助をしてくれるをしてくれるをしてくれるをしてくれる人人人人がいるかがいるかがいるかがいるか

趣味趣味趣味趣味やややや生生生生きがいをきがいをきがいをきがいを持持持持つことができるかつことができるかつことができるかつことができるか

一緒一緒一緒一緒にににに暮暮暮暮らすらすらすらす配偶者配偶者配偶者配偶者やややや家族等家族等家族等家族等がいるかがいるかがいるかがいるか

そのそのそのその他他他他

特特特特になしになしになしになし

無回答無回答無回答無回答

75.2

68.5

58.4

49.0

39.6

33.6

31.5

3.4

0.0

2.7

0 20 40 60 80 (%)

n=(108)  

親親親親のののの高齢化高齢化高齢化高齢化やややや親亡親亡親亡親亡きききき後後後後にににに対応対応対応対応できるかできるかできるかできるか

自立自立自立自立したしたしたした生活生活生活生活をををを送送送送れるようになるかれるようになるかれるようになるかれるようになるか

学校学校学校学校をををを卒業卒業卒業卒業してからのしてからのしてからのしてからの進路進路進路進路

子子子子どもにあったどもにあったどもにあったどもにあった就学就学就学就学・・・・進学進学進学進学

趣味趣味趣味趣味やややや生生生生きききき甲斐甲斐甲斐甲斐をもてるかをもてるかをもてるかをもてるか

いじめなどにあわないかいじめなどにあわないかいじめなどにあわないかいじめなどにあわないか

地震地震地震地震などのなどのなどのなどの災害災害災害災害

療育療育療育療育・・・・訓練訓練訓練訓練のののの場場場場のののの確保確保確保確保

そのそのそのその他他他他

特特特特になしになしになしになし

無回答無回答無回答無回答

87.0

74.1

45.4

37.0

35.2

29.6

27.8

22.2

11.1

0.0

0.9

0 20 40 60 80 100 (%)
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⑵ 困ったときに相談相手がいるかについては，アンケート回答によれば，知的障害者本人，知的傷

害者家族，心身障害児家族，発達障害児（者）家族について，「相談先がある」の割合が高い。な

お，身体障害者本人や，難病患者本人は，「相談することがない」が比較的割合が高い。 

  「相談したいが相談先がない」が，精神障害者本人や精神障害者の家族に比較的多い。 

困ったときの相談先について（単数回答）

85.2

71.1

83.1

74.7

50.9

62.8

72.8

49.6

8.3

17.4

9.8

11.5

13.7

14.5

8.5

14.7

4.7

1.1

15.8

5.7

6.9

21.7

3.1

3.2

2.9

3.7

2.7

2.6

5.8

2.1

2.8

2.7

2.7

9.6

15.1

12.4

4.4

8.9

1.8

1.6

0.4

1.3

1.3

1.4

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

発達障害児(者)家族
（n=108)

精神障害者家族

（n=149)

心身障害児家族

（n=225)

知的障害者家族
（n=269)

難病患者本人

（n=291)

精神障害者本人(通院)

（n=564)

知的障害者本人
（n=364)

身体障害者本人

（n=842)

 

困ったときの相談相手（身体障害者本人）（複数回答）

64.4

6.7

30.6

31.3

8.4

20.3

1.7

0.0

2.6

3.1

2.2

2.4

1.2

3.3

18.7

6.5

0.7

5.0

3.3

1.2

68.3

7.1

27.8

33

4.1

20.9

1.6

0.0

2.6

2.7

0.3

1.1

1.0

4.0

23.5

2.2

0.4

2.7

1.9

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族や親戚

近所の人

友人・知人等

医療機関

施設

市役所，区役所

障害者更生相談所

まもりーぶ仙台，障害者110番

障害者相談員

民生委員・児童委員

学校

職場

障害者団体

ホームヘルパー

ケアマネージャー

障害者福祉センター，相談支援事業所

障害者就労支援センター

地域包括支援センター

その他

無回答

H22年度

H18年度

 

相
談
先
が 

あ
る 

相
談
し
た

い
が
相

談

先
が
な
い 

相
談
す
る 

こ
と
が
な
い 

相
談
し
た

く
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

わ
か
ら
な

い 
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困ったときの相談相手（知的障害者本人）（複数回答）

52.5

0.4

19.6

18.9

30.2

10.9

1.9

1.1

4.2

0.8

19.6

4.9

1.1

1.1

39.2

6.4

7.9

3.4

4.5

0.4

0.8

34.3

0.4

9.9

2.9

14.9

7.0

0.0

0.8

1.7

0.0

0.4

2.9

0.8

0.0

5.4

3.3

1.2

0.4

7.0

0.0

6.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族や親戚

近所の人

友人や知人

医療機関

施設

市役所，区役所

障害者更生相談所

まもりーぶ仙台（障害者110番）

障害者相談員

民生委員や児童委員

学校

職場

障害者団体

ホームヘルパー

発達相談支援センター（アーチル）

障害者福祉センター，相談支援事業所

障害者就労支援センター

地域包括支援センター

その他

特になし

無回答

H22年度

H18年度

 

 

困ったときの相談相手（精神障害者本人）（複数回答）

63.8

1.4

27.4

63.0

20.6

13.6

2.5

1.1

2.5

1.4

10.2

2.5

1.1

2.5

5.6

5.6

0.8

4.8

0.8

55.9

1.8

32.1

54.4

17.1

14.4

1.8

0.3

1.8

1.2

8.7

5.1

0.3

2.1

2.1

2.1

0.9

4.5

2.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族や親戚

近所の人

友人・知人

主治医

病院（看護師、ワーカー等職員）

市役所、区役所

はあとぽーと仙台

まもりーぶ仙台、障害者１１０番

障害者相談員

民生委員

施設

職場の人

障害者団体

ホームヘルパー

障害者福祉センター、相談支援事業所

障害者就労支援センター

自助グループ

その他

無回答

H22年度

H18年度
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困ったときの相談相手（知的障害者家族）（複数回答）

43.3

0.5

32.3

27.9

18.9

0.5

3.5

0.0

0.5

1.0

3.0

4.5

11.9

2.5

22.9

7.0

0.0

0.5

47.9

1.2

44.2

33.7

62.0

15.3

0.0

3.7

0.0

0.0

1.8

5.5

2.5

0.6

0.0

16.0

3.1

0.0

1.2

75.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族や親戚

近所の人

友人や知人

医療機関

施設

市役所，区役所

まもりーぶ仙台，障害者110番

障害者相談員

民生委員・児童委員

学校

職場

障害者団体

ホームヘルパー

障害者福祉センター，相談支援事業所

障害者就労支援センター

発達相談支援センター（アーチル）

その他

特になし

無回答

H22年度

H18年度

 

 

困ったときの相談相手（精神障害者家族）（複数回答）

45.3

0.9

8.5

54.7

19.8

37.7

1.9

22.6

3.8

0.9

0.0

1.9

4.7

0.0

13.2

5.7

3.8

0.9

33.9

3.2

11.3

64.5

25.8

37.1

0.0

12.9

1.6

3.2

0.0

0.0

4.8

1.6

0.0

4.8

4.8

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族や親戚

近隣の人

友人・知人等

医療機関

施設

市役所，区役所

まもりーぶ仙台，障害者110番

はあとぽーと仙台

障害者相談員

民生委員・児童委員

学校の先生

職場の人

障害者団体

ホームヘルパー

障害者福祉センター，相談支援事業所

障害者就労支援センター

その他

無回答

H22年度

H18年度
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2.8

0.3

4.4

4.7

11.2

11.1

7.5

1.3

38.3

7.1

4.9

18.2

10.3

10.3

10.8

14.5

8.4

3.9

10.5

23.8

22.6

31.3

15.6

35.8

44.3

9.0

5.4

2.7

0.2

3.0

3.1

3.2

5.0

5.3

6.6

7.9

9.3

9.7

9.8

10.0

10.6

12.6

13.2

14.4

15.0

15.1

17.4

28.4

30.9

44.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

無回答

特にない

その他

医療的ケアが受けられる

在宅サービスの充実

学校教育、生涯教育の充実

障害児放課後ケア事業の充実

契約行為や財産など権利が

守られること

健康づくり教室の充実

グループホームなど住まいの充実

専門的な機能回復訓練や能力に

応じた職業訓練の実施

福祉に関するお知らせや、

趣味・娯楽など各種情報提供の充実

家族が休養できるような施策の充実

災害時・緊急時の情報提供、通信体制、

避難誘導対策の充実

スポーツ・文化・レクリエーション活動に対する

施策の充実

救急医療の整備

相談支援体制の充実

障害（難病治療）に適した設備を持つ

住宅の確保

建物や交通機関、道路などの障害者

に配慮したまちづくりの推進

自宅生活を支えるホームヘルプサービス

などのサービスの充実

外出や施設の利用のための移動、

送迎などの外出支援

障害者に対する周囲の人の理解を

深めるための啓発

生活、訓練等の場として

必要な福祉施設の整備

医療費の負担軽減

障害等があっても働ける場の確保

年金などの所得保障の充実

本人計
（ｎ=2,061）

家族計
（ｎ=751）

⑶ 今後充実してほしい施策は，アンケート調査結果によれば，障害者本人及び家族ともに，「年金

などの所得保障の充実」，「障害があっても働ける場の確保」が多い。障害者本人については，「医

療費の負担軽減」が，家族については，「グループホームなど住まいの充実」が多くなっている。 

 

今後充実してほしい施策（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人計ｎ=2,061【身体障害者本人（842）・知的障害者本人（364）・精神障害者本人（通院）（564）・難病患者本人（291）】 

家族計ｎ=751【知的障害者家族（269）・心身障害児家族（225）・精神障害者家族（149）・発達障害児（者）家族（108）】 

（％） 
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５ 障害者への理解促進 

 

 ⑴ 障害を理由とした差別の経験等について，アンケート調査によれば，知的障害者の家族，心身

障害児の家族及び発達障害児（者）の家族について，「ある」とする回答が多くなっている。 

また，障害を理由にした差別やいやがらせを見たことについては，市民全体として，今回（22

年度）の調査について，「ある」が 29.0％，「ない」が 56.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

障害を理由に差別を受けたり，いやな思いなどをしたことの有無（単数回答） 

18 年度調査 

（n=322） 

22 年度調査 

（n=397） 

あ
る 

な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

障害を理由とした差別，無視やいやがらせなどを見たことの有無（市民全体）（単数回答） 

発達障害児（者）家族 
      ｎ=108 

      ｎ=162 

精神障害者本人（通院） 
      ｎ=564 

心身障害児家族 
      ｎ=225 

知的障害者家族 
      ｎ=269 

知的障害者本人 
      ｎ=364 

身体障害者本人 
      ｎ=842 

精神障害者本人（入院） 

あ
る 

な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 
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⑵ 障害者への理解については，今回（22年度）の調査について，「深まってきた」と「少し深まっ

てきた」を合わせると，51.1％となっている。 

一方，「深まっていない」と「あまり深まっていない」を合わせると，33.0％となっている。 

 

障害のある方への理解（単数回答） 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

⑶ 障害者が地域で暮らすことについては，「大いに賛成」（24.1％）と「どちらかというと賛成」

（50.1％）を合わせた《賛成》は 74.2％となっている。 

一方，「どちらかというと反対」は 4.0％となっている。「大いに反対」はいなかった。 

 

障害のある人が施設や病院から退所・退院し，グループホームやアパート・ 

借家等を利用して，地域で生活することについて（単数回答） 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

18 年度調査 

（n=322） 

22 年度調査 

（n=397） 

深
ま
っ
て
き
た

深
ま
っ
て
き
た 

少
し 

深
ま
っ
て
い
な
い 

あ
ま
り 

深
ま
っ
て
い
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

大
い
に
賛
成 

い
う
と
賛
成 

ど
ち
ら
か
と 

い
う
と
反
対 

ど
ち
ら
か
と 

大
い
に
反
対 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

22 年度調査 

（n=497） 
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 ⑷ 精神障害者本人（入院）へのアンケート調査では，通算入院期間については，「10年以上」（33.0％）

が最も多く，以下「5 年未満」（14.3％），「2 年未満」（13.4％）となっている。 

また，退院後に希望する生活については，「家族・親族と同居」（47.5％）が最も多く，以下「ア

パートや公営住宅などで単身生活」（25.7％）となっている。 

 

通算入院期間（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退院後の生活の希望（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.8 9.8 13.4 14.3 33.0 6.39.8 3.6

ｎ

(112)

(%)

6666
かかかか
月月月月
未未未未
満満満満

1111
年年年年
未未未未
満満満満

2222
年年年年
未未未未
満満満満

5555
年年年年
未未未未
満満満満

1111
0000
年年年年
未未未未
満満満満

1111
0000
年年年年
以以以以
上上上上

わわわわ
かかかか
らららら
なななな
いいいい

無無無無
回回回回
答答答答

47.5 25.7 7.9 8.9 6.9

3.0

ｎ

(101)

(%)

家家家家
族族族族
・・・・
親親親親
族族族族
とととと
同同同同
居居居居

アアアア
パパパパ
ーーーー

トトトト
やややや
公公公公
営営営営
住住住住

宅宅宅宅
なななな
どどどど
でででで
のののの
単単単単
身身身身
生生生生

活活活活 仲仲仲仲
間間間間
4444
    
～～～～

5555
    
人人人人

でででで
共共共共
同同同同
生生生生
活活活活
すすすす
るるるる
ググググ

ルルルル
ーーーー

ププププ
ホホホホ
ーーーー

ムムムム
（（（（

世世世世

話話話話
人人人人
付付付付
））））

老老老老
人人人人
関関関関
係係係係
のののの
施施施施
設設設設

（（（（

特特特特
養養養養
ホホホホ
ーーーー

ムムムム
、、、、

老老老老

人人人人
保保保保
健健健健
施施施施
設設設設
、、、、

養養養養
護護護護

老老老老
人人人人
ホホホホ
ーーーー

ムムムム
等等等等
））））

そそそそ
のののの
他他他他

わわわわ
かかかか
らららら
なななな
いいいい



30／35 

６ 防災対策 

 

 ⑴ 地震などのいざという時，ふだん不安に感じていることについては，身体障害者本人及び難病

患者本人は，「自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどうか」が最も多い。 

知的障害者の家族は，本人が「安全なところまで，すぐに避難することができるか」が最も多

く，精神障害者の家族は，本人にとって，｢障害にあった対応（薬，治療等）をしてくれる避難

所があるか｣が最も多い。 

 

地震などのいざという時，ふだん不安に感じていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【知的障害者家族】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(842)  

自宅自宅自宅自宅やややや利用施設利用施設利用施設利用施設がががが地震地震地震地震などになどになどになどに耐耐耐耐えられるかどうえられるかどうえられるかどうえられるかどう
かかかか

障害障害障害障害にあうにあうにあうにあう対応対応対応対応（（（（薬薬薬薬、、、、治療治療治療治療、、、、介助等介助等介助等介助等））））をしてくれるをしてくれるをしてくれるをしてくれる
避難所避難所避難所避難所があるかがあるかがあるかがあるか

安全安全安全安全なところまでなところまでなところまでなところまで、、、、すぐにすぐにすぐにすぐに避難避難避難避難することができるすることができるすることができるすることができる
かかかか

緊急時緊急時緊急時緊急時にににに情報情報情報情報（（（（被害状況被害状況被害状況被害状況、、、、避難場所避難場所避難場所避難場所、、、、物資入手物資入手物資入手物資入手
等等等等））））をををを得得得得られるかられるかられるかられるか

救助救助救助救助をををを求求求求めてもめてもめてもめても人人人人がががが来来来来てくれるかどうかてくれるかどうかてくれるかどうかてくれるかどうか

救助救助救助救助をををを求求求求めることができるかめることができるかめることができるかめることができるか

まわりのまわりのまわりのまわりの人人人人々々々々とのとのとのとのコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションがとれるかがとれるかがとれるかがとれるか

どのようなどのようなどのようなどのような時時時時がががが緊急時緊急時緊急時緊急時なのかわからないなのかわからないなのかわからないなのかわからない

そのそのそのその他他他他

特特特特にないにないにないにない

わからないわからないわからないわからない

無回答無回答無回答無回答

48.0

40.7

40.6

36.3

31.2

23.0

14.6

10.3

3.0

6.3

4.2

7.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)

n=(269)  

安全安全安全安全なところまでなところまでなところまでなところまで、、、、すぐにすぐにすぐにすぐに避難避難避難避難することができるすることができるすることができるすることができる
かかかか

障害障害障害障害にあうにあうにあうにあう対応対応対応対応（（（（薬薬薬薬、、、、治療治療治療治療、、、、介助等介助等介助等介助等））））をしてくれるをしてくれるをしてくれるをしてくれる
避難所避難所避難所避難所があるかがあるかがあるかがあるか

緊急時緊急時緊急時緊急時にににに情報情報情報情報（（（（被害状況被害状況被害状況被害状況、、、、避難場所避難場所避難場所避難場所、、、、物資物資物資物資のののの入入入入
手等手等手等手等））））をををを得得得得られるかられるかられるかられるか

救助救助救助救助をををを求求求求めてもめてもめてもめても人人人人がががが来来来来てくれるかどうかてくれるかどうかてくれるかどうかてくれるかどうか

自宅自宅自宅自宅やややや利用施設利用施設利用施設利用施設がががが地震地震地震地震などになどになどになどに耐耐耐耐えられるかどうえられるかどうえられるかどうえられるかどう
かかかか

まわりのまわりのまわりのまわりの人人人人々々々々とのとのとのとのコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションがとれるかがとれるかがとれるかがとれるか

救助救助救助救助をををを求求求求めることができるかめることができるかめることができるかめることができるか

どのようなどのようなどのようなどのような時時時時がががが緊急時緊急時緊急時緊急時なのかわからないなのかわからないなのかわからないなのかわからない

そのそのそのその他他他他

特特特特にないにないにないにない

わからないわからないわからないわからない

無回答無回答無回答無回答

62.5

61.0

57.6

48.3

45.7

45.7

43.1

21.6

6.3

1.1

0.7

2.2

0 20 40 60 80 (%)

【身体障害者本人】 
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震などのいざという時のことで，あなたが不安に感じていることは何ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【難病患者本人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(149)  

障害障害障害障害にあったにあったにあったにあった対応対応対応対応（（（（薬薬薬薬、、、、治療等治療等治療等治療等））））をしてくれるをしてくれるをしてくれるをしてくれる避避避避
難所難所難所難所があるかがあるかがあるかがあるか

緊急時緊急時緊急時緊急時にににに情報情報情報情報（（（（被害状況被害状況被害状況被害状況、、、、避難場所等避難場所等避難場所等避難場所等））））をををを得得得得らららら
れるかれるかれるかれるか

自宅自宅自宅自宅やややや利用施設利用施設利用施設利用施設がががが地震地震地震地震などになどになどになどに耐耐耐耐えられるかどうえられるかどうえられるかどうえられるかどう
かかかか

まわりのまわりのまわりのまわりの人人人人々々々々とのとのとのとのコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションがとれるかがとれるかがとれるかがとれるか

安全安全安全安全なところまでなところまでなところまでなところまで、、、、すぐにすぐにすぐにすぐに避難避難避難避難することができるすることができるすることができるすることができる
かかかか

救助救助救助救助をををを求求求求めてもめてもめてもめても人人人人がががが来来来来てくれるかどうかてくれるかどうかてくれるかどうかてくれるかどうか

救助救助救助救助をををを求求求求めることができるかめることができるかめることができるかめることができるか

どのようなどのようなどのようなどのような時時時時がががが緊急時緊急時緊急時緊急時なのかわからないなのかわからないなのかわからないなのかわからない

そのそのそのその他他他他

特特特特にないにないにないにない

わからないわからないわからないわからない

無回答無回答無回答無回答

45.6

43.6

43.0

40.3

32.9

26.2

24.8

8.1

0.0

6.0

0.7

10.1

0 10 20 30 40 50 (%)
【精神障害者家族】 

病状病状病状病状にあうにあうにあうにあう対応対応対応対応（（（（薬薬薬薬、、、、治療治療治療治療、、、、介助等介助等介助等介助等））））をしてくれるをしてくれるをしてくれるをしてくれる 

緊急時緊急時緊急時緊急時にににに情報情報情報情報（（（（被害状況被害状況被害状況被害状況、、、、避難場所避難場所避難場所避難場所、、、、物資物資物資物資のののの入手等入手等入手等入手等）））） 

どのようなどのようなどのようなどのような時時時時がががが緊急時緊急時緊急時緊急時なのかわからないなのかわからないなのかわからないなのかわからない 

そのそのそのその他他他他 

特特特特にないにないにないにない 

わからないわからないわからないわからない 

無回答無回答無回答無回答 

まわりのまわりのまわりのまわりの人人人人々々々々とのとのとのとのコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションがとれるかがとれるかがとれるかがとれるか 

安全安全安全安全なところまでなところまでなところまでなところまで、、、、すぐにすぐにすぐにすぐに避難避難避難避難することができるかすることができるかすることができるかすることができるか 

救助救助救助救助をををを求求求求めてもめてもめてもめても人人人人がががが来来来来てくれるかどうかてくれるかどうかてくれるかどうかてくれるかどうか 

救助救助救助救助をををを求求求求めることができるかめることができるかめることができるかめることができるか 

n=(291)  

自宅自宅自宅自宅やややや利用施設利用施設利用施設利用施設がががが地震地震地震地震などになどになどになどに耐耐耐耐えられるかどうかえられるかどうかえられるかどうかえられるかどうか 46.4 

44.0 

30.6

27.8 

21.6

16.8

10.7

4.1 

3.4 

11.0

3.1 

5.2 

0 10 20 30 40 50 (%) 

をををを得得得得られるかられるかられるかられるか 

避難所避難所避難所避難所があるかがあるかがあるかがあるか
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2.9

0.8

0.0

5.9

4.1

8.9

9.3

20.9

15.8

7.3

15.3

53.1

15.4

8.9

2.5

2.8

11.1

16.0

16.2

17.6

19.7

20.1

23.1

32.2

33.8

38.6

0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

点字、音声、手話通訳、要約筆記、
通訳、文字等による情報保障

災害情報等の確保

避難訓練や防災知識などの啓発

障害者の安否確認の方法

ボランティアの支援体制

避難所での共同生活が困難な
障害者への福祉避難所の確保

薬、医療用機器、ストマ用装具などの
酸素濃縮機、日常生活用具等の確保

災害に耐えうる建築物、道路などの整備

避難所等への避難誘導体制

障害者等に配慮した避難所の整備
（バリアフリー・医療の確保等）

地域における緊急通報システムの整備

本人計
（ｎ=1,697）

家族計
（ｎ=751）

⑵ 地震，台風などの災害に対して最も大切と思う対策はどんなことだと思うかについては，東日本

大震災発生前のアンケートではあるが，障害者本人については，「地域における緊急通報システム

の整備」が最も多い。 

障害者の家族については，「障害者に配慮した避難所の整備（バリアフリー・医療の確保）」，「避

難所での共同生活が困難な障害者への福祉避難所の確保」が多い。 

「避難所等への避難誘導体制」は，本人・家族ともに比較的多くなっている。 

 

災害に対して最も大切と思う対策（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人計ｎ=1,697【身体障害者本人（842）・精神障害者本人（通院）（564）・難病患者本人（291）】 

家族計ｎ=751【知的障害者家族（269）・心身障害児家族（225）・精神障害者家族（149）・発達障害児（者）家族（108）】 

（％） 
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障害者等保健福祉基礎調査（聴き取り調査）の意見からみる障害者の現状 

 

 

■地域社会における障害理解 

・ 地域でのあからさまな偏見は減ってきている反面、無関心である。内部障害・疾患は外見で判別

できず、辛さを理解されない。一方、地域住民は、支援の仕方や接し方が分からないため、対応

できない。住民の偏見により当事者を孤立させてしまうが、実際接してみると、駄目な人間では

ないことに気づかされる。誤解と偏見を除くため、当事者が正しい情報を発信することが効果的

である。 

・ 早期発見、早期治療により元気になる可能性が高まるため、多くの市民への啓発が重要。特に、

妊産婦への正しい情報提供や、医師、保健師、養護教諭等、はじめに接する者の知識を広げるこ

とが大切である。 

・ 理解促進のためには、幼少時から高齢者や障害者と交流することが大切である。施設や事業所で

は、児童生徒の施設学習、教育実習やボランティアの受入れ、地域行事や防災訓練への参加、自

主製品の営業販売等により、共に活動する環境づくりに取り組んでいる。 

・ 義務教育における福祉教育、企業への理解啓発や、ピアスペシャリストの活用が必要である。正

しい理解促進のため、福祉に携わる人材、教育に携わる人材の育成が望まれている。 

 

■住まい 

・ 地域で自立して暮らすためには、生活費や医療費の保障、在宅で医療・介護サービスを受けられ

る環境、地域住民の理解、日中活動の場、交通・通勤手段の確保が必要とされる。 

・ 一般住宅は、個々の症状に合わせた大規模なバリアフリー工事が必要になる。賃貸住宅は、親の

高齢化により保証人になれないと借りられなくなる。トラブルを防止するため、賃貸人や地域住

民に対する啓発が必要である。 

 

■保健医療福祉 

・ 当事者の高齢化に伴い、介護保険法と障害者自立支援法のサービスの差の補償や、老人保健施設

への円滑な移行が必要になる。現在は障害と介護保険の制度がばらばらであり、早期の新たな安

定した制度への移行や難病対策の法制化が望まれている。 

・ 障害特性を十分に理解したうえでのサービスや基準の策定が望まれている。夜間は特に不安定に

なりやすいため、施設職員の配置や在宅者のケアを充実させる必要がある。地域で暮らす当事者

には、自己管理をできず障害が重くなる、健康管理が行き届かない等のため、24時間の管理体制

が望まれる。就労していても、終業後の余暇時間を過ごす場所などの確保や、金銭管理を始めと

した社会生活の支援強化が求められる。また、自ら窮状を訴えられない人や、ひきこもり者への

アウトリーチの充実が課題となっており、つながりを形成する取組みが進められている。 

・ 障害者の家族の負担を軽減する支援の必要性が指摘されている。家族の高齢化による障老介護の

事例も増えており、レスパイトやデイサービスなど、いつでも行ける場所が必要である。施設や

事業所は定員を超過しており、実質は選択できないため、利用者の増加に伴う施設整備や拡張の

検討が望まれる。また、障害程度区分が軽くなると報酬が減るので、回復に対するインセンティ

ブがない現状である。 
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・ 重度障害児・者が地域で生活するためには医療的ケアが必要であるため、在宅医療や、障害を理

解し 24時間受け入れ体制のある医療機関、専門医の充実が望まれる。また、医療的ケアに対応し

たショートステイ、施設入所の需要がある。病気や障害による不安等で精神的なバランスを崩す

ことが多いため、病院内での連携や、関係機関の連携が大切。学校で、希望に応じて看護師等の

支援を得られる体制が求められる。 

 

■社会参加 

・ 当事者自身がもっと勉強し、将来に対する希望や自分の役割を見つけ、力をつけなければならな

いと感じている。 

・ 目的地へ行くための移動支援や、宿泊・外出先のトイレ等にバリアフリーの配慮が必要である。

催しを開催する際には、移動支援を一体的に行う等の工夫が望ましい。レクへの参加はそれ自体

がリハビリや生きがいになるが、リスクも高いため、ヘルパーや看護師等の支援が望まれる。重

度障害児は受け入れ場所が少ない現状がある。レクをすると、作業をしないため工賃が出なくな

ることから、参加者が集まらないこともある。障害者が主体的にレクを実施できるよう支援して

いる。障害者も含め、誰でも参加しやすいイベント運営を主催者が学び、一般のイベントに障害

者も参加する形があるとよい。講演会等を主催する際に、ボランティア等の協力・支援が必要で

ある。 

・ 障害者と住民が気楽に自然に接し交流すること、当事者の力を奪わないよう、特別な支援をしす

ぎないことが重要であり、地域では、個々の活動が小地域ネットワークの活動拡大につながると

望ましいと考えている。 

 

■就労 

・ 就労によって自身の価値を見出している。病気を隠して就職したり、医療福祉関連の業種に就く

傾向がある。継続治療や体調の変動に合わせた就労が望まれる。仲間同士の安心感があるグルー

プ就労は効果的である。就労希望者は、できないことばかりでなく、意識して得意分野をアピー

ルする方法を練習すると良い。施設や事業所には、企業への働きかけを強化する等の関係作りの

必要性がある。 

・ 企業は障害者の法定雇用率を満たしたいが、理解不足のため不安がある。難病患者雇用の助成事

業について知らない企業や患者が多い。職場見学などは、当事者も企業も相互に理解を深める機

会となっている。一方、法定雇用率に精神障害、難病、小児慢性疾患が含まれないため、企業側

にメリットがないとの不満がある。 

 

■地域における施設・事業所の役割 

・ 施設では物品販売やイベント開催を行い、施設を訪れる市民がより身近に感じるよう取り組んで

いる。施設は、長期入所だけでなく、情報発信の拠点であり、当事者がステップアップを図る場

でもある。また、施設や病院から地域生活に移行する際の自立訓練や、地域に住む障害者が問題

発生時に一時的に利用したり、地域に潜む潜在的当事者が初めに相談に来る場としても必要であ

る。施設と町内会との災害協定、地域の活動日誌や福祉マップの作成などの取組みが行われてい

る。 

・ 地域の行事に当事者を誘ったり、地域住民が施設を利用して心をほぐすことが地域の役割の一つ。
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社会福祉協議会と民生委員、町内会長等、関係団体の強い連携体制を構築していく必要がある。

行政だけに依存せず、地域で精神福祉ボランティア等の活動が期待されており、そういった人材

の育成が急務となる。 

・ 一施設で解決できない事例について、医療、福祉、地域、行政等、関係する専門機関が連携して

当事者の活動を包括的に支援する体制を築くことが必要である。地域との相互交流をしたり、職

員のスキルアップや包括的な支援体制構築に取り組みたいが、人員不足により研修の実施や地域

へ出て行く余裕がないのが現状である。 

・ 当事者団体は、患者や家族同士で同様の悩みや問題を話し合い、支えあって病気や障害と闘う場

であり、制度や仕組みを改善する活動をして将来への希望・展望を与える場である。当事者団体

の他に、当事者と家族の状況に一番合った方法を相談できるような窓口が望まれている。 

 


